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シラスウナギが近年にない豊漁 これをまんが悪いと思うかチャンスと捉えるか 
 
新型コロナウイルスで⾼級店も軒並み休業中の
この時期に、ここ数年間新聞紙上をにぎわせて
きた「ウナギ資源の枯渇」に関連するニュース
が掲載された。「シラスウナギ近年にない豊漁」
である。平常時であれば、これはきっと⼤ニュ
ースとして取り扱われたことは間違いないが、
今年はそれどころではない。従って、この関連
記事はおそらくは出されることはないものと考
えられる。 
 
タイミングが悪い、これを播州弁では「まんが
悪い」というが、本当にこの⾔葉がぴったりで
ある。おそらく、今年はウナギの消費も抑えら
れる。ウナギを待ち望んだ養殖業者、ウナギ販
売店、そして消費者にとっては残念な年となる
可能性は⼤である。消費に回されない部分を放
流に回して親ウナギを育ててウナギ資源を増や
す、⼤きなチャンスととらえたい。 
播州弁 - Wikipedia 
播州弁（ばんしゅうべん）まんがええ・まんが
わるい - 【形】巡り合わせがよい・悪い、運・ 
タイミングがよい・悪いという意味合いを含む 
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